
　

食
品
容
器
環
境
美
化
協

会
（
食
環
協
）
は
、
ポ
イ

捨
て
防
止
、
散
乱
防
止
の

啓
発
を
し
て
い
る
公
益
社
団
法
人
で

す
。
飲
料
メ
ー
カ
ー
６
団
体
（
コ
カ
・

コ
ー
ラ
協
会
、（
一
社
）
全
国
清
涼
飲

料
工
業
会
、（
一
社
）
全
国
ト
マ
ト
工

業
会
、（
一
社
）
日
本
果
汁
協
会
、
日

本
コ
ー
ヒ
ー
飲
料
協
会
、
ビ
ー
ル
酒
造

組
合
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
環
協
は
主
要
事
業
と
し
て
ア
ダ
プ

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
推
進
や
環
境

学
習
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
環
境

【活動状況】
“誰かじゃなくて ぼくがする わたしがす
る”を合言葉に、地域団体や市と連携しな
がら、さまざまな美化活動に励んでいます。
近くを流れる堂々川では、堂々川ホタル
同好会や市環境啓発課の指導のもと、ホタ
ルの復活を願って水質調査を実施。採取し
た生き物から川の汚れ具合を毎年チェック
しています。調査場所へ行く道中も、車道
などにポイ捨てされた空き缶やペットボト
ルの回収を行います。また川土手の不法投
棄やイノシシ対策として、地域住民が行っ
ている彼岸花の球根を植栽する活動や古道
の整備、商工会青年部主催の地域清掃活動
「530（ごみゼロ）運動」にも参加するなど、
自然や資源を大切にしたいという環境意識
を高めています。

学
習
支
援
の
一
貫
と
し
て
、
平
成
12
年

よ
り
環
境
美
化
教
育
優
良
校
等
表
彰

を
実
施
し
、
環
境
美
化
教
育
に
独
創

的
、
継
続
的
に
取
り
組
み
、
公
共
の

場
所
の
美
化
、
飲
料
空
き
容
器
な
ど

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
践
し
て
い
る
小
中

学
校
な
ど
を
、
都
道
府
県
の
推
薦
に

基
づ
き
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
40
の
都
道
府
県
か
ら
40
の

推
薦
が
あ
り
、
審
査
委
員
に
よ
る
厳

正
な
審
査
の
結
果
、
広
島
県
か
ら
福

山
市
立
中
条
小
学
校
が
最
優
秀
校
・

協
会
会
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

・アダプト新着情報
・アダプトとは？
・広島県アダプト制度（広島県アダプト制度のしくみ、
広島県アダプト制度認定申込の手続き、広島県ア
ダプト制度お問合せ窓口、広島県アダプト制度に
関する質疑応答集）

・アダプト活動支援組織ご紹介
　（NPO 法人ひろしまアダプトHP）
・マスコットキャラクター「アダピィ」（「アダピィ」紹介
 【使用承認基準ができました】）
・広島県アダプト活動認定団体一覧（マイロード団
体一覧、ラブリバー団体一覧）

・県内市町の制度ご紹介（県内市町の制度）

福
山
市
立
中
条
小
学
校
が

最
優
秀
校
・
協
会
会
長
賞
を
受
賞

公
益
社
団
法
人　

食
品
容
器
環
境
美
化
協
会

広島県道路河川管理課
（TEL 082-513-3923）お問合せ先

アダプト情報サイトについて
　広島県ホームページの中に「アダプト制度情報
サイト」を設けています。広島県ホームページの
トップページから「まちづくり地域振興」をクリ
ックし、「アダプト制度情報サイト」のバナーをク
リックしてください。

広島県からのお知らせ江田島市からのお知らせ

江田島市土木建築部建設課管理用地係
（TEL  0823-43-1646）

江田島市アダプト制度とは？
江田島市が管理している道路などで、学校や企業、地
域の皆さんに清掃や緑化等の活動を行っていただき、
江田島市がそれを支援する制度

団体登録の要件は？
〇地域住民や地域の企業などにより、5名以上で構成
されていること
〇100ｍ以上の区間で、年3回以上実施される活動で
あること
〇活動が営利目的で行われるものでないこと　　など

どんな支援を受けられる？
〇アダプト活動に係る関係保険の加入
〇アダプト活動に対する奨励金の交付
〇アダプトサイン（表示板）の設置

江田島市では、現在子どもから大
人まで市内各地の42団体の方々
が、清掃や草刈等の活動を行って
います。
これからも、より多くの皆さんの
参加をお待ちしております。

アダプト
活動

団体募集
！

お問合せ先

最優秀校・協会会長賞を受賞した
福山市立中条小学校のみなさん

こんなことが
調べられます

　

広
島
県
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く
官
民
協
働
事
業
の
「
青

少
年
ア
ダ
プ
ト
活
動
支
援
」
と
し
て
株
式
会
社
イ
ズ
ミ
様
に
ご
協

賛
、
さ
ら
に
公
益
社
団
法
人
食
品
容
器
環
境
美
化
協
会
の
特
別
協

賛
、
株
式
会
社
イ
ズ
ミ
、
み
ず
え
緑
地
株
式
会
社
、
一
般
社
団
法

人
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ

Ａ
、コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
株
式
会
社
、丸
誠
自
動
車
株
式
会
社
、

山
陽
工
業
株
式
会
社
、
山
陽
建
設
株
式
会
社
、
上
垣
組
株
式
会
社
、

藤
井
建
設
株
式
会
社
、
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
、
有
限
会
社
ハ

イ
テ
ッ
ク
、
株
式
会
社
ガ
リ
バ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
の
ご
協
賛
、
広

島
県
の
ご
協
力
、
中
国
新
聞
社
の

ご
後
援
の
も
と
、
青
少
年
活
動
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
次

世
代
の
若
者
会
員
を
増
や
し
、
ア

ダ
プ
ト
活
動
の
精
神
を
未
来
に
繋

げ
た
い
と
い
う
思
い
で
ス
タ
ー
ト

し
た
会
で
、
今
年
で
５
回
目
と
な

り
ま
す
。
当
日
は
東
広
島
市
や
江

田
島
市
・
福
山
市
か
ら
７
団
体
が

参
加
。
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
後
に
は
、

活
動
団
体
に
対
す
る
表
彰
式
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　普段より道路や河川など地
域の美化活動に取り組んでい
ただき、深く感謝いたします。
身近な活動からスタートする
ことで、地域と共に成長し、
地域に愛着を持ち、地域の将
来を担う大人になっていかれ
ることを期待しています。

　私たちは飲料6団体で構成
される、飲料容器のポイ捨て
防止やまち美化をすすめる団
体です。アダプト・プログラ
ムの普及・推進や、環境学習
支援、環境美化活動実践校の
表彰を行っています。皆さん
の活躍をうれしく思います。

　アダプト活動は、周囲の大
人たちが子どもを導いてやれ
る大切な場です。またこの活
動が、地域を元気にする交流
の場にもなっていると思いま
す。このコンテストが、今後
も長く続き、活動を見聞きで
きることを期待しています。

ごあいさつ

広島県土木建築局道路河川管理課

城田俊彦 課長
公益社団法人食品容器環境美化協会

松木瑠美 氏
NPO法人ひろしまアダプト

丸山孝志 理事長
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１
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年
２
月
18
日
㈯
、
広
島
県
立
総
合
体
育
館
に
て

２
０
１
６
年
度
ア
ダ
プ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
ひ
ろ
し
ま

青
少
年
活
動
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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Ｊ
Ｒ
可
部
線
を
利
用
し
て

通
学
す
る
生
徒
が
多
か
っ
た

平
成
４
年
ご
ろ
、
地
域
の
方

か
ら
「
一
部
の
生
徒
が
加
計

駅
前
の
ト
イ
レ
を
汚
し
て
い

る
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
生

徒
会
執
行
部
が
呼
び
か
け
、

加
計
駅
前
の
ト
イ
レ
や
周
辺

道
路
な
ど
の
清
掃
活
動
を
始

め
ま
し
た
。
平
成
11
年
８
月

10
日
に
広
島
県
道
路
里
親
制

度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
加

計
高
校
は
最
初
の
モ
デ
ル
団

　

千
代
田
高
校
は
、
広
島
県
ア

ダ
プ
ト
活
動
の
認
定
を
受
け

て
２
年
目
に
な
り
ま
す
。
年
間

を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
の
が
、

国
道
２
６
１
号
線
の
清
掃
と

草
抜
き
で
す
。
活
動
範
囲
は
、

千
代
田
高
校
の
入
り
口
ま
で

の
約
１
２
０
０
ｍ
 。
放
課
後
に

希
望
者
が
集
ま
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
毎
回
全
校

生
徒
の
３
分
の
１
以
上
・
約

60
人
が
参
加
し
ま
す
。
国
道

２
６
１
号
線
は
ゴ
ミ
よ
り
も

雑
草
が
多
い
た
め
、
草
抜
き

　

私
た
ち
は
昨
年
９
月
、
次
世

代
型
の
環
境
都
市
づ
く
り
に
関

す
る
健
全
な
提
言
を
行
う
こ
と

を
目
的
に
半
尾
川
再
生
ま
ち

づ
く
り
倶
楽
部
を
結
成
し
ま
し

た
。
私
た
ち
の
特
徴
は
、
広
島

大
学
の
教
員
や
学
生
、
郷
土

史
に
詳
し
い
市
民
や
建
築
士
グ

ル
ー
プ
な
ど
、
多
彩
な
会
員
構

成
に
あ
り
ま
す
。
環
境
に
配
慮

し
た
ハ
ー
ド
整
備
の
検
討
な
ど
、

政
策
提
言
活
動
へ
の
意
識
は
高

い
で
す
。
昨
年
12
月
に
は
広
島

大
学
環
境
サ
ー
ク
ル
「
え
こ
・
ぺ

　

全
校
生
徒
が
１
５
２
名
の

江
田
島
中
学
校
で
は
、
ほ
ぼ

全
校
生
徒
が
ア
ダ
プ
ト
活
動

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
主
な

活
動
は
、
年
６
回
以
上
の
ゴ

ミ
拾
い
や
清
掃
。
溝
の
ゴ
ミ

と
り
、
草
刈
り
な
ど
学
校
周

辺
の
掃
除
、
夏
休
み
に
は
小

学
生
や
高
校
生
と
合
同
で
、

海
辺
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
拾

い
ま
す
。
ゴ
ミ
拾
い
は
一
人
で

や
る
と
あ
ま
り
楽
し
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

行
う
と
楽
し
く
、
す
ぐ
に
終

体
と
し
て
広
島
県
か
ら
認
定

を
う
け
ま
し
た
。

　

現
在
加
計
高
校
生
徒
会
は
、

毎
月
第
３
木
曜
日
の
放
課
後

に
、
通
学
路
・
旧
加
計
駅
駐

車
場
・
公
園
な
ど
を
清
掃
し

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
は

全
校
生
徒
の
約
半
数
が
参
加

し
、
山
県
警
察
署
や
加
計
小

学
校
、
地
域
の
方
に
も
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
地
域
の
緑
化
推
進
活
動
と

し
て
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

が
中
心
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
全
校
生
徒
で
「
花
を
植

え
よ
う
！　

そ
し
て
町
内
を
花

い
っ
ぱ
い
に
し
て
い
こ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
、
一
人
一
鉢
の
プ

ラ
ン
タ
ー
に
花
の
苗
を
植
え
、

全
校
生
徒
１
５
３
名
分
を
千

代
田
地
域
の
約
70
カ
所
に
配

布
し
ま
し
た
。

　

千
代
田
地
域
で
は
７
年
前

か
ら
、
小
学
生
・
中
学
生
・
高

校
生
と
地
域
の
方
と
合
同
で
、

一
斉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ー
じ
」
と
共
同
で
清
掃
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
学
生
グ
ル
ー
プ

や
市
役
所
職
員
、
環
境
団
体

や
住
民
自
治
協
議
会
な
ど
52

名
が
参
加
し
脚
光
を
浴
び
ま
し

た
。
こ
の
活
動
に
は
、「
忘
れ

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
川
の
再

生
を
通
し
た
物
語
」
が
生
ま
れ

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

大
学
生
が
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
を

展
開
し
や
す
い
と
い
う
学
園
都

市
な
ら
で
は
の
強
み
を
い
か
し
、

注
目
さ
れ
る
空
間
づ
く
り
を
め

ざ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
り
ま
す
。
他
校
の
人
た
ち

と
合
同
作
業
を
す
る
こ
と
で
、

交
流
が
活
発
に
な
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
入
学
し
て
く
る
小
学
生
に
、

中
学
生
と
し
て
良
い
手
本
を

見
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ア
ダ
プ
ト
活
動

を
通
し
て
、
町
の
良
さ
や
交

流
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
愛
情
を

持
ち
、
故
郷
を
大
切
に
思
う

気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

た
い
で
す
。

広島県立加計高等学校広島県立加計高等学校広島県立千代田高等学校広島県立千代田高等学校半尾川再生まちづくり倶楽部半尾川再生まちづくり倶楽部江田島市立江田島中学校江田島市立江田島中学校

み
ん
な
で
考
え
、

み
ん
な
で
考
え
、

交
流
し
な
が
ら
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
で
賞

交
流
し
な
が
ら
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
で
賞

一
人
一
人
の
花
の
鉢
が

一
人
一
人
の
花
の
鉢
が

ま
ち
を
美
し
く
彩
っ
て
い
る
で
賞

ま
ち
を
美
し
く
彩
っ
て
い
る
で
賞

忘
れ
ら
れ
て
い
た
川
を

忘
れ
ら
れ
て
い
た
川
を

熱
い
思
い
で
よ
み
が
え
ら
せ
て
い
る
で
賞

熱
い
思
い
で
よ
み
が
え
ら
せ
て
い
る
で
賞

地
域
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

地
域
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、

美
し
い
自
然
を
守
っ
て
い
る
で
賞

美
し
い
自
然
を
守
っ
て
い
る
で
賞

　

造
賀
を
愛
す
る
会
は
、
そ

の
名
前
の
通
り
「
ふ
る
さ
と

造
賀
」
を
愛
す
る
仲
間
の
会

で
す
。
ど
ん
な
行
事
で
も
地

域
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に

据
え
、「
楽
し
く
元
気
に
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
春
に
は
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
里
山
美
化
清
掃
を

行
い
、
そ
れ
に
併
せ
て
山
菜

採
り
や
自
然
の
中
で
の
山
菜

料
理
教
室
を
開
き
ま
す
。
ホ

タ
ル
が
乱
舞
す
る
季
節
に
な

れ
ば
、
ホ
タ
ル
籠
を
作
り
、

　

永
田
川
カ
エ
ル
倶
楽
部
は
、

永
田
川
・
市
道
鹿
川
20
号
線
・

国
道
４
８
７
号
線
・
市
道
鹿
川

〜
岡
大
王
線
・
鹿
川
湾
の
干

潟
・
真
道
山
林
道
・
野
登
呂

山
林
道
・
鎌
木
海
岸
の
計
８

カ
所
で
、
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
を
し

て
い
ま
す
。
市
道
20
号
線
や

国
道
４
８
７
号
か
ら
永
田
川
へ

の
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
は
、
10
年
前

に
比
べ
半
減
し
て
い
ま
す
。
活

動
の
効
果
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
毎
月
の
清
掃
活
動

に
加
え
、
水
質
調
査
や
草
刈

　

中
条
小
学
校
で
は
「
中
条

環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
、
四
つ
の
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
「
一

斉
清
掃
下
校
」
の
取
り
組
み
。

一
斉
下
校
や
遠
足
・
校
外
学

習
の
際
、
ゴ
ミ
拾
い
を
し
な

が
ら
地
域
を
清
掃
し
ま
す
。

二
つ
目
は
「
堂
々
川
の
水
質

調
査
」
で
す
。
地
域
を
流
れ

る
堂
々
川
の
水
質
調
査
を
行

い
、
生
き
物
を
採
取
し
て
川

の
汚
れ
具
合
を
調
べ
て
い
ま

す
。
三
つ
目
は
「
地
域
の
環

　

７
団
体
の
活
動
発
表
の
後
、丸
山
理
事
長
よ
り
「
活

動
の
前
に
、
自
分
た
ち
が
ど
ん
な
活
動
を
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
行
う
か
を
行
政
や
地
域
の
人
た
ち
に
呼

び
か
け
ま
し
ょ
う
」「
活
動
に
参
加
す
る
一
人
ひ
と

り
が
自
分
で
考
え
、
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
」「
自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
人
や
行
政
に
も
喜
ば
れ
、
感
謝
さ
れ
る
工
夫
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

活
動
目
的
や
進
め
方
を
、
事
前
に
行
政
と
よ
く
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
」「
活
動
の
後
は
悪
か
っ
た
反
省
よ
り
良
か
っ
た
こ
と
を
振
り
返
り
、

自
分
や
自
分
た
ち
を
ほ
め
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ろ
し
ま
ア
ダ
プ
ト
は
、
皆
さ
ん
の
活
動
が
皆
さ
ん
自
身
を

変
え
、
皆
さ
ん
の
仲
間
を
変
え
、
地
域
を
変
え
、
社
会
を
変
え
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ホ
タ
ル
探
検
に
で
か
け
ま
す
。

秋
に
は
住
吉
神
社
の
お
祭
り
、

冬
に
は
地
域
の
山
へ
冬
登
山

を
楽
し
み
ま
す
。
地
域
に
あ

る
「
す
み
よ
し
花
壇
」
は
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
整
備

を
行
い
、
四
季
折
々
の
花
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
築
き
上
げ
た
地
域
愛
を
将

来
に
向
け
て
伝
承
し
、「
フ
ァ

ミ
リ
ー
造
賀
」
と
し
て
、
ま

と
ま
り
の
あ
る
住
み
良
い
ま

ち
に
し
て
い
く
活
動
を
進
め

て
行
き
ま
す
。

り
、
ホ
タ
ル
観
察
会
や
水
生
生

物
調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。
活

動
費
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
助

成
金
を
当
て
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
は
水
環
境
学

会
か
ら
「
水
環
境
文
化
賞
」

を
受
賞
す
る
予
定
で
す
。
こ

の
３
月
で
10
人
が
卒
業
し
ま

す
が
、
昨
年
末
に
口
コ
ミ
で

新
規
加
入
者
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
３
０
年
ま
で
に
体
験
者
を

２
０
０
人
に
し
、
活
動
を
牽
引

す
る
後
継
者
の
育
成
が
今
後

の
目
標
で
す
。

境
を
守
る
た
め
の
活
動
」
で

す
。
地
域
の
自
然
を
守
ろ
う

と
環
境
標
語
や
ポ
ス
タ
ー
を

作
り
、
地
域
の
方
と
一
緒
に

設
置
し
ま
す
。
四
つ
目
は「
環

境
学
習
の
交
流
」
で
、
今
年

度
も
内
浦
小
学
校
と
一
緒
に

行
い
ま
し
た
。
今
後
も
「
自

分
た
ち
の
地
域
を
守
る
た
め

に
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い

る
地
域
を
自
分
た
ち
で
き
れ

い
に
し
よ
う
」
と
い
う
気
持

ち
で
、
清
掃
活
動
や
緑
化
活

動
を
継
続
し
ま
す
。

造賀を愛する会造賀を愛する会永田川カエル倶楽部永田川カエル倶楽部福山市立中条小学校福山市立中条小学校

花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
を

花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
を

み
ん
な
で
楽
し
く
つ
く
っ
て
い
る
で
賞

み
ん
な
で
楽
し
く
つ
く
っ
て
い
る
で
賞

海
も
川
も
道
も
ふ
る
さ
と
ク
リ
ー
ン
に

海
も
川
も
道
も
ふ
る
さ
と
ク
リ
ー
ン
に

が
ん
ば
っ
て
い
る
で
賞

が
ん
ば
っ
て
い
る
で
賞

〝
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
の
力
で
〞
を
合
言
葉
に

〝
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
の
力
で
〞
を
合
言
葉
に

５
３
５
３
００（
ご
み
ゼ
ロ

（
ご
み
ゼ
ロ
））に
挑
戦
し
て
い
る
で
賞

に
挑
戦
し
て
い
る
で
賞

青少年活動コン  テスト発表内容紹介


